
情報処理演習 A8 （第 10 回）     2003/6/11 藤野 毅 

 
【前回の関数の利用の解説】 
(1)Infoの下の 030604で復習プログラムを作成する． 
(2)下記の，角度が０から９０度（１０度おき）に対して，SIN，COS関数の値を求めるプログラム tsincos.f
を完成させなさい． 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＴＳＩＮＣＯＳ 
〔       〕←PARAMETER文で PAIを定義 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ△Ｉ 
△△△△△△ＲＥＡＬ ＲＡＤＩＡＮ，ＴＳＩＮ，ＴＣＯＳ 
〔       〕←DO文でループを作成 
△△△△△△ＲＡＤＩＡＮ＝ＲＥＡＬ（Ｉ）／１８０＊ＰＡＩ 
△△△△△△ＴＳＩＮ＝ＳＩＮ（ＲＡＤＩＡＮ）    ←ＳＩＮの計算式 
〔       〕←ＣＯＳの計算式 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）Ｉ，ＴＳＩＮ，ＴＣＯＳ 
〔       〕←書式を記入，実数はＦ７．３を使用 
〔       〕←ループの終わり 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
【制御文（ＩＦ文）を使って数を分類する】 
(1) Infoの下に 030611というディレクトリを作る． 
(2) 整数を入力し，正数と負数に分類して表示するプログラム bunrui.fを作る． 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＢＵＮＲＵＩ 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ Ｍ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’ＩＮＰＵＴ ＩＮＴＥＧＥＲ：’ 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）Ｍ 
〔        〕←IF文 
△△△△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）Ｍ，’ ＩＳ ＰＯＳＩＴＩＶＥ’ 
〔        〕←END IF文 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
(3) 負数の表示も行う．（下記のプログラム２行を END IF文の前に挿入する．） 
〔        〕←ELSE文 
△△△△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）Ｍ，’ ＩＳ ＮＥＧＡＴＩＶＥ’ 
 
(4) 上記プログラムを，ＤＯ文で繰り返し実行し，’０’を入力したときだけ終了するようにする． 
％ フローチャートを書いてみること． 
％ ＧＯＴＯ文を使用する． 
 

(5) 上記プログラムを，ＤＯ文で繰り返し実行し，’Ctrl-D’を入力したときだけ終了するようにする． 
％ ＲＥＡＤ（＊，＊，ＥＮＤ＝ＸＸＸ）を使用する． 



 
 
【制御文（ＥＬＳＥ ＩＦ文）を使用する】 
(1) ＥＬＳＥ ＩＦ文を使用して，bunrui.fを改良し，正数のうち 100より大きい数字を別に表示する． 
 
(2) 数を繰り返し入力して，最大値，最小値をもとめる．入力の終わりは’Ctrl-D’の入力で指示する． 
 
【課題提出－次次回(6/25)の授業の冒頭に回収する】 
(1) sin2θ＋cos2θが，0～360度に対して１になることを確認するプログラム square.fを作りなさい． 
 
(2) 偶数と奇数を分類するプログラム oddeven.fを作りなさい． 

(ア) ％ 整数を２で割り，２をかけてもとの数字になれば偶数であることを利用する． 
(イ) ％ ＤＯ文で繰り返し実行し，’Ctrl-D’を入力したときだけ終了するようにする． 

 
(3) ax2+bx+c=0 の解を求めるプログラム equation.f を作りなさい．解の方程式 x=(-b±√(b2-4ac))/2a
を使用するが，判別式 D= b2-4acで制御と分岐が必要になる．プログラムの流れは以下のとおり． 
(ア) 実数 a,b,cを読み込む 
(イ) 判別式 D= b2-4acが正の場合は実数の解を２個表示 
(ウ) 判別式 D= b2-4acが０の場合は実数の解を１個表示 
(エ) 判別式 D= b2-4acが負の場合は虚数の解を２個表示 
％ 関数として，２乗は＊＊2，√は SQRT，絶対値は ABSを使用する． 
％ 虚数の解は「＊＊＊ ＋ ＊＊＊ ｉ」 および「＊＊＊ － ＊＊＊ ｉ」と表示しなさい 

 
★提出に当たっては，profile.txt(学生証番号，名前，メイルアドレス記入)と，プログラム，実行結果を
各問題に対して１つのファイルにまとめ，それぞれプリントアウトすること．（結果は３枚となる．） 
本やり方は，５月 21日の練習２を参考にすること． 
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フローチャートをメモすること 


